
　（様式３） 事業所名 グループホーム　はまべの里

目標達成計画 作成日：　　令和1　年　　5　月　　31　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 4

運営推進会議を生かした取り組みついて。運営
推進会議にご家族、ご利用者の参加がないこ
と、会議内容について、不参加であった方への
報告が行なわれてない。

運営推進会議にご家族、ご利用者が参加す
る。会議に不参加であった方へは、会議の
内容を書面で報告する。

運営推進会議が何故行われるのか、参加して
いただきたい理由等をご家族に理解していただ
けるような活動を行う。会議終了後に、会議内容
をまとめたものを作り、郵送や施設内に掲示す
る。

6ヶ月

2 6

身体拘束について。ベッド周りに置かれる転倒、
転落防止のセンサーについての取り外す為の
検討会が少ない。身体拘束についての理解、研
修会などの機会が少ない。

職員一人一人が身体拘束についての理解を
深め、禁止行為や望ましくない対応を踏まえ
た介護サービスが提供できるようにする。計
画的に身体拘束についての研修会を開催す
る。

研修委員会が年4回(6.9.12.3月)園内研修を開
催し、身体拘束についての理解を深める。セン
サーを使用しているご利用者は毎月センサーの
必要性を検討しする会議を行う。

12ヶ月

3 34

急変や事故の発生時の対応について。様々な
状況が考えられる中で、定期的な研修や、応対
訓練が行なわれていない。

急変や事故に的確に対応できる実践力を身
に付ける。ご利用者の些細な変化を見つけ
る観察力を養う。

急変や事故を想定した研修や応対の訓練を計
画的に行う。（6月転倒、7月熱中症,9月救急搬
送に、10月インフルエンザ感染予防,12月誤嚥）
急変や事故が起きた後には振り返りを行い、対
応の反省や改善点について話し合う機会をつく
る。

12ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

【目標達成計画】　


